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内発的発展論から見た
世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」と
世界の記憶（候補）「上野三碑」
熊　倉　浩　靖
World Heritage “Tomioka Silk Mill and Related Sites”and
Memory of the World (Candidate) “Three Cherished Stelae of Ancient Kozuke” 
from the viewpoint of Endogenous Development
Hiroyasu KUMAKURA
要　旨
　1970年代半ば、ダグ・ハマーショルド財団と鶴見和子・玉野井芳郎らによって提起された内
発的発展論は、冷戦解体後の世界情勢と地球環境問題の深刻化を前に、新たな世界形成の可能性
と課題を示している。とくに内発的発展を求める地域・国家・文明間での交流・連携、トータル
な世界形成の理論化が求められている。その参考として、ユネスコ世界遺産・世界の記憶の思想、
登録基準を本県ゆかりの「富岡製糸場と絹産業遺産群」及び「上野三碑」などを通して考える。
内発的発展論から見た資産そのものが有する顕著な普遍的価値に加えて、世界遺産にふさわしい
まちを求める富岡市の方向と上野三碑の内実の持つ現代的課題についても考察を加えた。
Summary
　　Endogenous development theory introduced by the Dag Hammarskjöld Foundation and 
Kazuko Tsurumi and Yoshiro Tamanoi et al. in the middle of the 1970s shows a possibility to 
make a new world and the tasks after the Cold War ended and amid worsening global 
environmental issues. Especially, areas, nations and civilizations seeking endogenous 
development are calling for exchanges, cooperation and a total theorization of the making of the 
world. The paper focuses on a World Heritage “Tomioka Silk Mill and Related Sites” and a 
candidate Memory of the World “Three Cherished Stelae of Ancient Kozuke”, which are 
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associated with Gunma prefecture, and examines the registration criteria. The paper also 
discusses the direction of Tomioka City seeking for local development appropriate for the World 
Heritage and the contemporary issues the “Three Cherished Stelae of Ancient Kozuke” faces in 
fact, in addition to the marked and universal value those assets possess from a viewpoint of 
endogenous development theory. 
Ⅰ．内発的発展論の理論的枠組みと21世紀的課題
　1975年ダグ・ハマーショルド財団（Dag Hammarskjld Foundation）は、国連経済特別総会に
おいて“Que Faire?（何をなすべきか）”と問いかけてendogenous developmentという言葉を用い、
「もし発展が、個人として、また社会的存在として、解放と自己展開をめざす人間の発展である
とするならば、このような発展は事実上、それぞれの社会の内部から発現するものでなければな
らない。」という提案を行った。「内発的発展」という言葉の登場は、これが最初とされる１。米
ソ冷戦下の世界情勢を考えれば、近代化論に基づくアメリカ型資本主義かマルクス経済学に基づ
くソ連型社会主義かのいずれかのモデルを、それぞれの国家・地域にexogenous（外発的）に当
てはめることが唯一の選択と思われがちであった当時、第３の選択として極めて大きな問題提起
であった。
　その問題提起は、単に第３の選択提起ではなかった。アメリカ型資本主義もソ連型社会主義も
経済成長優先型モデルとしては同じ基盤の上に立っていた。自由競争と計画経済のいずれが、よ
り早く、より大きく経済を発展させるかという方法論の違いが、世界制覇をめぐる政治闘争と一
体となって世界を覆いつくしていた。それに対して、endogenous developmentは、①Need-
oriented（基本的必要に基づいていること）②Endogenous（内発的であること）③Self-reliant（自
立的であること）④Ecologically sounded（生態系に適合していること）⑤Based structural 
transformation（経済社会構造の変化が必要であること）の５点を挙げて、発展あるいは開発を
その根源から考え直すことを提起した。
　この問いかけは、その後急速に進んだ人口爆発と地球環境問題への基本的対処のベースとなり、
今日のsustainable development（持続可能な発展）へと発展している。自然生態系と人間社会と
の持続的共生、異なる地域社会や文明間の持続的共存、それぞれの地域の内側から発現する社会
形成の重要性に異を唱える者は少なくなりつつある。とはいえ、なお経済成長を重視する風潮は
強く、経済成長と生態系の好循環の共存、地域間・国家間・文明間の持続的共存の道は試行錯誤
の途上にある。
　ダグ・ハマーショルド財団の1975年の提起とほぼ同時期の1976年前後、日本でも、並行する
形で、鶴見和子（1918 ～ 2006）による内発的発展論の提起があり２、玉野井芳郎（1918 ～
1985）は、地域主義（regionalism）の言葉をもって内発的発展の考えを示した３。
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　提示された論理はそれぞれに深められて、鶴見は1989年の上智大学での最終講義において、
内発的発展論は「それぞれの地域の生態系に適合し、地域の住民の生活の基本的必要と地域の文
化の伝統に根ざして、地域の住民の方向と筋道をつくりだしていくという創造的な事業」であり
「伝統の再創造」が非常に大事であると整理し４、金大偉監督によるDVD『回生―鶴見和子の遺言』
で理論構築に至る道程と現時点での全体像を語られた５。
　玉野井は、1977年の『地域分権の思想』では「地域主義とは、一定地域の住民（地域に生き
る生活者たち）が、その地域の風土的個性（自然・歴史・風土）を背景に、その地域の共同体に
対して一体感をもち、地域の行政的・経済的自立と文化的独立性（経済的自立をふまえて、みず
からの政治的・行政的自律性と文化的独自性）とを追求することをいう」としたが６、論理を深め、
1985年の遺稿「人間におけるジェンダーの発見―女、そして男の世界」では「『地域』という私
がかねてから主張しております人間等身大の視座に立つと、その世界の中に『生活者』という地
域の担い手が現われてきます。…その生活者たちは、地域における土と水から成る日常性の生態
的生活環境の中で、生命を生み出し、生命を育て、生命を守っている」と議論の軸を移した７。
　この流れのなかで、大宮登先生の恩師であり高崎経済大学で教鞭を執られていた飯岡秀夫先生、
半年ほど前に急逝された高階勇輔先生、長谷川秀男先生、山崎益吉先生、北條勇作先生、千葉貢
先生などのお誘いもあり、群馬地域主義研究集談会が組織されるに際して仲間に入れていただき、
縁あって2000年から高崎経済大学地域政策学部で内発的発展論を講ずることとなった。
　講義では、内発的発展論の理論構築の現状と、地方シンクタンクの共同研究である中山間地域
における地域振興・活性化の営みを内発的発展の観点から紹介した８。そして地方分権一括法と
市町村合併を内発的発展論が全国に具体化される契機と捉え、表１のまとめを行なった。
表１　地方分権一括法と市町村合併がもたらした３つの大きな変化
国家・国民目標
（National Goal）の変化
国土・地域構造
（Land Structure）の変化
地域統治
（Local Governance）の変化
明治維新
～敗戦
帝国臣民の時代
「東洋唯一の帝国」
３つの国土と地域構造　内国
（府県・郡・市・町村）国内植
民地（北海道・沖縄）植民地（朝
鮮・台湾）10,000の基礎自治体
官治を基本とした地域統治
（地方自治の明示なき大日本帝国
憲法、官選知事、制限選挙、市長
選任の許可制）
戦後50年
経済国民の時代
「所得倍増・富国強工
（強兵なき富国の道）」
１つの国土と二層制　市（まち）
と郡部（在）の分離　3,300の
基礎自治体
地方自治（団体自治と住民自治）
の導入と不徹底
国による誘導と規制
国民と国・自治体の役割分担
（働く国民、サービスする国・自
治体、保証は税収の増加）
21世紀
（幕開いた
新時代）
地球市民の時代
「市民自治に基づく地
球規模での都市連携」
市町村合併による「市（まち）
と郡部（在）の再統合」
⇒1,800の基礎自治体
県の役割変化と道州制議論
⇒都市連携型国土
地方分権と地方自治の徹底
完結性・自立性の高い基礎自治体
による団体自治
住民自治の拡張 Public Private 
Partnership（協働）
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　ここまでの理論的枠組みに対する理論的確信はあるが、新世紀に入って、内発的発展論にはよ
り大きな可能性と新たな課題があることに気づかされた。可能性と表裏の関係にあるが、課題は
大きく３つに整理される。
　第１は、全地球的な持続的発展を可能とする理論としての内発的発展論の深化・実践である。
　この課題は、さらに２つの小課題に分けられる。１は、地球環境問題への対応で、この点につ
いては、内発的発展論の出発点の一つがEcologically soundedとBased structural transformation
であることから内発的発展論の核心とも言える内実であり、可能性が広がることがあっても、理
論を根底から揺るがすような深刻な問題に陥ることはない。大宮先生が中心となって進めておら
れる「すまいるーぷ（食品リサイクル事業）」などは、組織のあり方を含めて、実践事例の一つ
であり９、今後、それぞれの地域の内側からの発現を受けて、全地球的に拡大していく可能性を
有している。
　２は、内発的発展論を意識したそれぞれの国や地域の相互関係をどう構築することによって全
地球的な内発的発展を保証するかの理論の構築である。冷戦構造の解体は世界の共存ではなく、
むしろ分裂と国家間・文明間の対立・抗争を激化させているという指摘があるほどの現実に、内
発的発展論はどう対応できるかである。授業でも、内発性＝自閉性・自己完結性と捉える学生は
少なくなく、地域間・国家間・文明間の交流や異なる文化・文明要素の受容・変容・再発信が世
界を全体として創り続けてきた、それが世界史であり、内発的発展であると説明しても、十分な
理解が得られたとは言い難い。より積極的に交流・連携を内発的発展論の枠組みに位置付ける必
要がある。鶴見が南方熊楠の萃点の考え方に深い共鳴を感じ、その理論化に苦心したのも10、こ
のゆえと思われる。
　本論考は、そのための一歩であり、世界遺産などを理論構築の材料として取り上げてみた。
　第２は高度情報化、いわゆるICT（Information and Communication Technology）を内発的発
展論の中でどう位置付けるかである。単なる情報伝達の高速化・高容量化の問題ではなく、新た
な質のcommunityを確かに構築しつつあるからである。空間的な連続性を超えて成立し、かつ、
地球上に点々と存在する諸個人をネットワークする、その新たなcommunityを内発的発展論とし
てどう捉えるかである。技術論的問題もあり今の私の手には余る。後考を期したい。
　第３は、第１の２の特殊日本的かつ現代的課題とも言える問題である。
　わが国において、地域地域における様々な努力や振興策の提起・実践にもかかわらず、人口減
少・少子高齢化が始まり、年々加速している。こうした事態に対して、国や多くの識者は、交流
人口を増やすことで地域にヒトやカネの循環をもたらし、地域の就業構造を安定させ、地域の活
性化を図れと主張してきた。そのための発信力の強化や地域ブランド化などが提案され続けてき
た。地域は、それに確かに答えてきた。露出度は高まり交流人口は増えている市町村が少なくな
い。求人が増えている市町村も多い。にもかかわらず、就業人口は増えず、慢性的人手不足は解
消されず、人口減少・少子高齢化は加速化している。これに実践的な回答を与える理論として内
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発的発展論は機能しなければならない。しかし、なお解決策を見出しえていない。そこで今年度、
群馬・新潟・長野県境を中心とする10を超える市町村との共同研究を始めたが、まだ中間報告
さえ提出できず、忸怩たる思いである。
　そのためにも、第１の２へのアプローチとして、世界遺産などを内発的発展論の見地から再検
証してみることとした。ユネスコの思想は内発的発展論と呼応するものだからである。
Ⅱ．世界遺産が示唆する内発的発展論の新たな課題と可能性
（１）ユネスコ世界遺産の考え方と内発的発展論
　周知の通りユネスコ世界遺産は、1972年11月パリで開かれた第17回ユネスコ総会で採択され
1975年発効した「文化遺産及び自然遺産を人類全体のための世界の遺産として損傷、破壊等の
脅威から保護し、保存するための国際的な協力及び援助の体制を確立することを目的」とした「世
界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約 Convention Concerning the Protection of the 
World Cultural and Natural Heritage」に基づく。
　条約の全体像は、文化遺産及び自然遺産の①定義（第１～３条）②遺産の国内的及び国際的保
護（第４～７条）③保護のための政府間委員会（第８～ 14条）④保護のための基金（第15 ～
18条）⑤国際的援助のための条件及び取決め（第19 ～ 26条）⑥教育的活動（第27 ～ 28条）
⑦報告（第29条）⑧最終条項（第30 ～ 38条）からなるが、多様な国家・地域・文明が創造し
てきた文化遺産及び風土を形成してきた自然遺産を「人類全体のための世界の遺産」として国際
協力によって保護、保存することに条約の目的がある。そのことは、「文化及び自然の遺産には、
特別の価値を有しており、したがって、全人類のための世界の遺産の一部として保存しなければ
ならないものがあることを考慮し、文化及び自然の遺産を脅かす新たな危険の大きさと重大さに
かんがみ、当該国がとる措置の代りとはならないが有効な補足的手段となる共同援助を与えるこ
とによってこの遺産の保護に参加することが、国際社会全体に課された義務」とする条約前文に
明確である11。
　しかし、条文そのものは存在する文化遺産・自然遺産の保護・保存を国際協力で援助すると読
めるだけで、内発的発展論の新たな課題である国家・地域・文明間での文化・文明要素や人間・
経済の移動・交流・連携、相互啓発の積極的な位置付けを支える論拠とはなり難い。
　支える論拠は、「世界遺産条約履行のための作業指針」に記された登録基準にある。公益社団
法人日本ユネスコ協会連盟の訳によれば、2005年２月改定の登録基準は次の通りである12。
ⅰ　人間の創造的才能を表す傑作である。
ⅱ 　建築、科学技術、記念碑、都市計画、景観設計の発展に重要な影響を与えた、ある期間にわ
たる価値観の交流又はある文化圏内での価値観の交流を示すものである。
ⅲ 　現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的伝統又は文明の存在を伝承する物証と
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して無二の存在（少なくとも希有な存在）である。
（ⅳ ）歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科学技術の集合体、あるいは景観を代
表する顕著な見本である。
（ⅴ ）あるひとつの文化（または複数の文化）を特徴づけるような伝統的居住形態若しくは陸上・
海上の土地利用形態を代表する顕著な見本である。又は、人類と環境とのふれあいを代表す
る顕著な見本である（特に不可逆的な変化によりその存続が危ぶまれているもの）。
（ⅵ ）顕著な普遍的価値を有する出来事（行事）、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、あるい
は文学的作品と直接または実質的関連がある（この基準は他の基準とあわせて用いられるこ
とが望ましい）。
（vii ）最上級の自然現象、又は、類まれな自然美・美的価値を有する地域を包含する。
（ⅷ ）生命進化の記録や、地形形成における重要な進行中の地質学的過程、あるいは重要な地形
学的又は自然地理学的特徴といった、地球の歴史の主要な段階を代表する顕著な見本である。
（ⅸ ）陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系や動植物群集の進化、発展において、重要な進行中の
生態学的過程又は生物学的過程を代表する顕著な見本である。
（ⅹ ）学術上又は保全上顕著な普遍的価値を有する絶滅のおそれのある種の生息地など、生物多
様性の生息域 内保全にとって最も重要な自然の生息地を包含する。（傍線引用者）
　（ⅵ）までが文化遺産の登録基準、（ⅶ）以降が自然遺産の登録基準で、内発的発展の視点から
とくに注目されるのは（ⅲ）の「文化的伝統、文明の存在」だが、内発的発展論の展開の上で改
めて意識されるのは（ⅱ）の「価値観の交流」である。
（２）内発的発展論の新たな理論構築を示唆する日本の世界遺産
　登録基準（ⅱ）（ⅲ）を主たる登録理由とし内発的発展論の新たな理論構築を示唆する世界遺
産の代表として、わが国最初の世界遺産である「法隆寺地域の仏教建造物」と産業遺産として評
価されている「石見銀山遺跡とその文化的景観」を挙げることができる。
　それぞれの世界遺産記載推薦書から引用し、分析と論評を加えることとする。
ａ．法隆寺地域の仏教建造物
　「法隆寺地域の仏教建造物」の世界遺産一覧表記載推薦書は世界遺産価値基準に適合する根拠
及び他の同種遺産との比較を次のように記している13。
　 　法隆寺西院の金堂・五重塔・中門・回廊・法起寺三重塔などの８世紀以前の建造物11棟は、
現存する世界最古の木造建造物である。価値基準ⅲに該当する。
　 　これらの歴史的建造物は、全体のデザインのみでなく、エンタシスをもつ太い柱、雲形の肘
木や斗などに代表される細部のデザインにおいても、洗練された芸術的に優れたものであり、
価値基準ⅰに該当する。
　 　これら建造物のうち、７世紀から８世紀はじめに建造された金堂・五重塔・中門・回廊は、
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石窟寺院や絵画的資料からうかがうことのできる６世紀以前の中国の建造物と共通する様式上
の特色を備えている。これに対して、それらに引き続いて８世紀のうちに建立された経蔵・食
堂・東大門や東院の夢殿・伝法堂では、新しい唐の様式の影響を認めることができる。このよ
うに、法隆寺地域の仏教建物は、当時の中国と日本の間、ひいては東アジアにおける密接な文
化交流の証人となっている。さらにまた、１地域のなかに７世紀以降19世紀に至る各時代の
優れた木造建造物が集中して保存されている点でも他に類例がなく、日本の、そして東アジア
の木造の仏教寺院の歴史を物語る文化遺産がここに統合されているといってよい。この点で価
値基準ⅳに該当する。
　 　仏教がインドから中国朝鮮を経由して日本に伝来したのは６世紀中頃である。聖徳太子は当
時仏教の普及にきわめて熱心であり、太子ゆかりの法隆寺は日本に伝来した仏教の最も古い建
造物を多数保存しており、宗教史上も価値が高い。価値基準ⅵに該当する。
　 　法隆寺地域の仏教建造物は、日本における仏教建造物の最古の例として1,300年間の伝統の
なかでそれぞれの時代の寺院の発展に影響を及ぼしており、日本文化を理解する上で重要な遺
産となっている。価値基準ⅱに該当する。（傍線・太字は引用者による）
　最初の登録ということもあり、（ⅴ）以外の全ての基準が適合するとし、建築物群そのものに
即することによって「東アジアにおける密接な文化交流の証人となっている」ことを価値基準（ⅳ）
の内容に書き込み、価値基準（ⅱ）該当は日本文化という一つの文化圏内の1300年という時間
を包みこんだ価値観の交流・継承・創造にのみおいているが、「法隆寺地域の仏教建造物」は「東
アジアにおける密接な文化交流の証人」というもう一つの価値観の交流と受容・変容・創造をも
孕んでいる。その時、注目すべきは、単に外からの新しい思想とそれを形にする技術体系を導入
しただけでなく、自らの伝統と対峙・融合させながら新たな創造を達成して、絶えざる伝統の再
創造を果たしてきたことである。
　その様子の一部を、法隆寺第128世住職・現長老の高田良信師は次のように言っている。
　 　多くの失火や兵火によって古い堂塔を失った大和の古寺のなかで、どうして法隆寺だけが飛
鳥時代の姿を守りつづけることができたのだろうか。そこには、この寺の立地条件や、各時代
の権力闘争に巻き込まれなかったなどの理由がある。その勢力が大きくもなく、小さくもなかっ
たことが幸いしたのかもしれない。しかしいかに堅牢な造りであっても、木造建築を長期間に
わたって放置しておけば崩壊してしまったはずである。法隆寺が現在まで伝えられた背後には、
たびかさなる修理をはじめとして、寺院を守ってきた人びとの、不断の努力と献身があった。
しかもその修理には莫大な資金を要した。法隆寺は、各時代を通じて、必ずしも庇護者に恵ま
れた寺院ではなかった。しかし、建物を保存するとともに太子にゆかり深い寺宝を守り伝えよ
うとする姿勢が、法隆寺にはつらぬかれていた14。（傍線引用者）
　契機が外発的であったとしても、それが内発的発展へと転化し、まさに日本を、そして世界を
代表する内発的発展の例へと昇華させていった秘密がここにある。授業で学生から聞かれる質問
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の一つに地域振興策や内発的発展論で挙げる事例の成否判断の年月はどのくらいと問われること
がある。私は、最低１世代30年、できれば３世代100年以上と答えてきた。一過性の集客等を「成
功」としてはならない。幾つもの成功・失敗、紆余曲折を経て、それを克服し持続的に発展させ
てこその成功である。その過程では外部との交流や連携・融合、場合によれば軋轢・対立・抗争
もあったに違いない。しかし、それを超えて存続しつづけてこそ一つの文化伝統となる。まさに
絶えざる伝統の再創造がある。そうした道程を経て、その地域や文明の心、精神、核が創られる。
法隆寺の場合は聖徳太子信仰であろう。
ｂ．石見銀山遺跡とその文化的景観
　「石見銀山遺跡とその文化的景観」は、「富岡製糸場と絹産業遺産群」同様、一見地味な産業遺
産である。しかしまた「富岡製糸場と絹産業遺産群」と同じく、内外の交流と絶えざる技術革新
によって世界的な影響を及ぼしてきた。世界遺産記載推薦書には次のように書かれている15。
　　 　以下の理由により、「石見銀山遺跡とその文化的景観」には登録基準の（ⅱ）、（ⅲ）、（v）
を適用することが適当である。（傍線・太字引用者）
　　（ⅱ ）16 ～ 17世紀初頭の「大航海時代」には、石見銀山の銀生産は東アジア及び欧州の貿
易国と日本との間における重要な商業的・文化的交流を生み出した。
　　（ⅲ ）日本の金属採掘と生産における技術的発展は、小規模な労働集約型経営に基づく優れ
た運営形態の進化をもたらし、それが採掘から精錬に至る技術の全体を包括するまでに
至った。また、江戸時代の日本が政治・経済活動において諸外国と自由な関係を持たなかっ
たことは、欧州の産業革命において発展を遂げた技術の導入を遅らせた。このことは、
商業的に価値を持つ銀鉱石の枯渇と連動して、19世紀後半には伝統的技術に基づくこの
地域の鉱山活動を停止させ、結果的に豊富で良好な状態の下に考古学的遺跡を遺存させ
た。
　　（ⅴ ）採掘から精錬に至る鉱山の遺跡、街道、港など、石見銀山遺跡において価値を損じる
ことなく遺存してきた銀の鉱山経営に関わる豊富な痕跡は、今やその広い範囲が再び山
林の景観に覆われてしまった。その結果、「残存する景観（relict landscape）」は銀生産
に関わって長く人々が生活してきた集落などの「継続する景観（continuing landscape）」
の地域を含み、顕著な普遍的価値を持つ歴史的土地利用の在り方を劇的に証明している。
　（ⅴ）の文化的景観という概念を明確化させた遺産としても重要だが、（ⅱ）と（ⅲ）が中心的
な適用基準である点で、石見銀山遺跡とその文化的景観は内発的発展論の展開を考える上で大切
な示唆を与える。推薦書は（ⅱ）（ⅲ）の顕著な普遍的価値について、次のように続けている16。
　１）文物交流及び文明交流の物証としての価値
　ａ．東アジア地域における交易の活性化に果たした意義
　 　16 ～ 17世紀初頭、石見産銀は豊富な産出量と良好な品質のゆえに交易決済上の信用度が高
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まり、東アジア地域における交易上の共通貨幣として広く銀を流通させる直接的な契機を作っ
た。国内各地の鉱山への技術の伝播に伴い、大量に生産された日本産銀は東アジアの交易圏へ
と流入し、地域内における日本産銀と中国産生糸との交換を促進した。さらに地域内における
金銀比価を平準化し、中国国内における銀需要を支え、銀本位制の確立へと導いた。
　ｂ．欧州世界との文明交流の促進に果たした意義
　 　石見銀山は16世紀において欧州の人々に知られた日本で唯一の鉱山であり、日本が「銀王国」
と呼ばれる契機を作った。特に16世紀の前半には、石見産銀が日本産銀の大半を占めるよう
になり、海外では石見銀山の所在地であった佐摩村の名をとって「ソーマ銀」と呼ばれた。ま
た、16 世紀半ば頃に欧州で出版された東アジア地図には、石見銀山を図示して「銀鉱山王国」
又は「銀鉱山」と記している。石見産銀は、16 ～ 17世紀の「大航海時代」と呼ばれたこの時
期に、金・銀・香辛料を求め、自らの文明圏を越えて活動領域を拡大しつつあった欧州の人々
の東アジア交易への参入を促し、欧州世界をも巻き込んで地域を越えた広範な交易活動を発展
させ、東西の異なる文物交流及び文明交流をもたらす重要な役割を果たした。
　２）伝統的技術による銀生産を証明する考古学的遺跡としての価値
　 　区域には、16世紀に東アジア伝統の灰吹法による精錬技術を応用して銀生産を軌道に乗せ、
採掘から製錬に至る小規模な労働集約型経営を集積させることによって 優れた運営形態を進
化させ、大量で良質の銀生産に成功したことを示す極めて重要な考古学的遺跡が展開している。 
鉱脈を追って手作業で丁寧に掘り進んだことを示す約600 ヶ所もの採掘の痕跡は、小規模で
多数の採掘孔による露頭掘りから坑道による採掘への変遷の過程を示している。また、これら
の採掘の遺構に隣接して雛壇状に造成された平坦地には、手工業的生産により選鉱から精錬ま
でを一貫して行った職住一体の小規模な作業場の遺跡が 1,000 ヶ所以上も良好に遺存してい
る。石見銀山における銀生産の成功を契機として、このような技術と経営方法は日本国内の後
発の諸鉱山へと急速に伝播し、史上稀な銀生産の隆盛をもたらした。（中略）また、前近代の
日本国内において、石見銀山をはじめ鉱山の開発に関する伝統的技術が独自の発展を遂げ、固
有の生産体制が確立されていたことは、19世紀後半に欧州からもたらされた新技術が日本に
根付き、その後の革新的な産業発展を促進する重要な条件ともなった。（傍線引用者）
　長々と引用したが、傍線を引いた箇所に顕著なように、「石見銀山遺跡とその文化的景観」には、
地域が有していた資源とその産業化によって就労と暮らしの場が形成されただけでなく、伝統的
な技術を文明交流の中で革新し続け、さらに、時代を経た新たな海外文明との出会いに対して、
地域、さらには日本全体の技術革新、伝統の再創造を導いた様子が伺える。紆余曲折を経ながら
数百年にわたって持続的にある産業が営まれ続け人の暮らしを生み出したのである。
　しかも、鉱山閉山後も、文化的景観が維持され続けていることが評価されているが、他方では、
「19世紀中頃に至るまで、製錬及び精錬に必要とされる膨大な薪炭材などの燃料の供給は、湿潤
な温帯性気候を背景に森林資源の適切な管理の下に行われた。その結果、今日まで 銀鉱山の周
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辺の山野には常緑樹・広葉樹を含む山林が持続的に残され、今や銀鉱山とその関連遺跡の広い範
囲は再び鉱山開発が行われる以前の山林の景観に覆われ17」ることとなった。「山に戻っている」
ことは肯定的積極的に評価される要件であり、生態系との適合（Ecologically sounded）を重視
する内発的発展論の視点からすれば模範的な姿である。
　加えて、石見銀山の運営の中心として武士や商人が暮らし３世紀以上にわたって繁栄した大田
市大森町は、20世紀前半の閉山によって賑やかさを失わざるを得なかったが、いま、この地か
らは、石見銀山のいわばDNAを引き継いで、世界に開かれた２つの企業が事業を拡大し、雇用と
定住者を着実に増やしている。大森町出身の中村俊郎さん経営の中村ブレイスと松場大吉・登美
ご夫妻の石見銀山生活文化研究所の活動である。
　中村さんは1974年に大森町で義肢装具メーカーを創業し、現在では世界30か国からの注文を
受ける世界的企業である。本社を大森町の石見銀山資料館の隣に置き続けて企業活動を展開する
一方で、石見銀山関係資料の収集を続けられ、また空き民家を従業員の宿舎などに再生し、
2015年には世界一小さなオペラハウス大森座の杮おとしを行うなど、町で暮らしながら働く環
境を整えている。中村さんの丹念な資料収集と公開、民家再生と事業展開を通した地域振興がな
かったら、世界文化遺産登録も今の大森町もなかったと言えるほどである。ものづくり日本大賞
特別賞、渋沢栄一賞、企業フィランソロピー大賞などを次々と受賞されたのももっともである18。
　松場登美さんは町外の出身だが、大森の町に嫁いで、ご主人の大吉さんと石見銀山生活文化研
究所を創設。「根のある暮らし　復古創新」を掲げて、孫の代まで繋がる暮らし方を考えた衣食
住を提案している。彼女もまた民家を次々と再生し訪問者や従業員に提供している。私事で恐縮
だが、私も妻と一晩、松場さんご夫妻が再生され磨き上げ続けている家に泊まらせていただいた19。
　まさに、ここでは、世界遺産の存在を過去の栄光としてではなく、今に生きる人々の心の核と
する伝統の再創造が進められている。このことが実は一番強調されて良いことである。
Ⅲ．内発的発展論から見た「富岡製糸場と絹産業遺産群」
（１）「富岡製糸場と絹産業遺産群」の登録基準
　「富岡製糸場と絹産業遺産群」の登録に際しての概要発表は、概要だけに群馬県と文部科学省
とで表現がやや違っている。両者を合わせて読むとより理解が進む。そこで、群馬県発表（群と
表記）・文部科学省発表（文と表記）の順に並べて、その内実に踏み込んでみたい（傍線引用者）。
概要（世界遺産一覧表に記載された観点）
群　 本資産は、世界経済の貿易を通じた一体化が進んだ19世紀後半から20世紀にかけて、高品
質な生糸の大量生産の実現に貢献した技術交流と技術革新を示す集合体である。その結果、
世界の絹産業の発展と絹消費の大衆化がもたらされた。
　 　この技術革新は、製糸技術の革新と、原料となる良質な繭の増産を支えた養蚕技術の革新の
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　 双方が相まって成し遂げられた。本資産は、製糸とこれを支える養蚕の技術革新の過程を示
す構成要素を併せ持ち、生糸を生産する過程全体を今日に伝える顕著な見本である。
文　 「富岡製糸場と絹産業遺産群」は、19世紀から20世紀にかけて、日本と西洋の技術交流によ
り、生糸の生産過程にもたらされた技術革新の顕著な事例として評価されました。この技術
革新によって、高品質な絹の大量生産が可能となり、日本は、1909年に生糸輸出量が世界
１位となったほか、1930年代には生糸の貿易市場の80%を占めるに至りました。本資産は、
（1）西洋からの最新技術が持ち込まれた日本初の機械化製糸場である「富岡製糸場」、（2）
伝統的な養蚕技術を示す場所である「田島弥平旧宅」、（3）日本全国はもとより外国からも
人材を受け入れ、技術指導した養蚕教育施設である「高山社跡」、（4）蚕種（蚕の卵）を冷
蔵保存して養蚕を１年中可能にした場所である「荒船風穴」で構成されます。いずれも技術
革新が行われた重要な場所であるとともに、これら四つの構成資産によって生糸の生産過程
がくまなく表されています。
登録（評価基準）
群　評価基準（ⅱ）高品質生糸の大量生産をめぐる日本と世界の相互交流
　　・明治政府による高品質生糸の大量生産のための近代西欧技術導入。
　　・日本国内での養蚕・製糸技術改良の促進。
　　・日本の高度な養蚕・製糸技術の海外移転による世界の絹産業の発展。
文　 登録基準（ⅱ）「ある期間、あるいは世界のある文化圏において、建築物、技術の発展にお
ける人類の価値の重要な交流を示していること」
　　 富岡製糸場は、製糸産業の技術をフランスから日本に、早い時期に、完全に移転することに
成功したことを示しています。地元での長年の養蚕の伝統を背景として行われたこの技術移
転は、製糸産業を抜本的に刷新しました。この結果富岡は、技術改良の拠点となり、20世
紀初頭の世界の生糸市場における日本の役割を証するモデルとなりました。
群　評価基準（ⅳ）世界の絹産業の発展に重要な役割を果たした技術革新の主要舞台
　　・器械製糸から自動繰糸機までの製糸技術の発達を伝える富岡製糸場。
　　・革新的な養蚕技術の開発とその普及を伝える建築物・工作物の代表例。
文　 登録基準（ⅳ）「人類の歴史の重要な段階を物語る建築的又は技術的な集合体に関する優れ
た見本であること」
　　 富岡製糸場と絹産業遺産群は、生糸の大量生産のための一貫した集合体の傑出した見本です。
工場の広さ、当初の計画、そして西洋の最良の技術を計画的に採用したことは、日本と極東
に産業の方法論が伝播する決定的な時期だったことを示しています。19世紀後半の大きな
建築物群は、和洋折衷という日本特有の工業建築の様式の出現を示す卓越した事例です。
　概要表現の違いは文部科学省側の表現が４構成資産のそれぞれの特徴と19世紀から20世紀に
かけて生糸貿易市場における日本の位置を簡潔に記述している点にあるが、両者の表現を合体す
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れば、これらの構成資産が高品質な生糸の大量生産を可能とした技術交流と技術革新の全過程を
今日に伝える顕著な見本になっているとともに、これらの資産の稼働によって世界の絹産業の発
展と絹消費の大衆化がもたらされたことが理解できる。
　その過程を２つの登録基準（評価基準）に即した記述では群馬県側の表現の方が分かりやすい。
特に群馬県の（ⅱ）の箇条書きは、近代西欧技術の導入→既成の国内技術との交流による国内養
蚕・製糸技術の革新→より高度となった日本の養蚕・製糸技術の海外移転による世界の絹産業の
発展という図式を鮮明に示している。この図式は、地球大での思考と行動を各地域で実践し続け、
それを交流・協調させていくことが世界の持続的発展を促す可能性を示唆して興味深い。
　その点では、概要に記された「世界の絹産業の発展と絹消費の大衆化」の内実をさらに掘り下
げることが指針となる。群馬県世界遺産課長を務めて「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産
登録に多大な貢献をした後、群馬県立女子大学群馬学センターの同僚となられた松浦利隆教授か
ら「生糸は生産も消費も女の糸」と言われたことがキーワードと思う。確かに養蚕も製糸も女性
が主たる担い手であり、大衆化された絹の最大の用途は女性のストッキングであった。それだけ
にナイロンの登場は生糸市場を急速にしぼませた。玉野井芳郎が「人間におけるジェンダーの発
見－女、そして男の世界」を遺稿とし、「生活者たちは、地域における土と水から成る日常性の
生態的生活環境の中で、生命を生み出し、生命を育て、生命を守っている」と議論の軸を移した
ことが蘇る。生命の担い手の視点からの国家・地域・文明間の交流の議論が求められている。
　登録基準（ⅳ）の表現も群馬県側の方が明確である。構成資産は明治５年（1872）前後で凍
結しているわけではない。富岡製糸場に昭和40年代以降の繰糸機が並んでいることに違和感を
覚える方もおられるようだが、100年間にわたっての技術交流と技術革新の結晶としてそこにあ
ることの意味を理解する必要がある。地域における技術革新と産業化、それによる就労と暮らし
の持続的確立が見事に映し出されている。それだけに、稼働を中止した後も、世界遺産を視野に
富岡市に土地・建物を譲渡するまで、片倉工業は「売らない。貸さない。壊さない」の旗を掲げ、
莫大な金をかけ続けて富岡製糸場を保存・保全したのである20。地域振興や内発的発展の成否は
最低30年、できれば100年以上で判断すべきと述べたが、その好例がここにある。
　付け加えれば、「富岡製糸場と絹産業遺産群」は世界遺産に登録された構成資産だけで成立し
ている訳ではない。特に絹としての活用の段階、染・織を明示する資産は一つも挙げられていな
い。そのことに不足感を抱かれている方も少なくない。日本遺産「かかあ天下－ぐんまの絹物語」
や一連のシルクカントリーぐんまキャンペーンはそれに応える取組だろうが、それらいわゆる絹
産業遺産群の他に、生糸を横浜に運んで国際商品とし日本近代化の外資を得るためには物流と金
融の整備が不可欠であった。それを担ったのが群馬の中核都市・前橋と高崎である。その全体像
が揃ってシルクカントリーぐんまは成立する。内発的発展を考える上で重要な視点である。
　前橋は主として繭・生糸の市場を形成して横浜と共に生糸の国際価格を決定し、養蚕・製糸の
担い手や事業者に資金を供給する役割を果たした。シルクカントリーにおける金融拠点が前橋と
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いう都市の姿であった。その証拠が、戦前、関東における唯一の日本銀行の支店、日本銀行前橋
支店の存在であり、今日に至るも関東の支店は前橋と横浜だけである。蛇足ながら、前橋の21
世紀的発展を考えるには、この金融拠点性をどう評価するかが重要な論点となる。
　一方、高崎は物流の拠点として機能した。高崎線は早くも明治17年（1874）全通し、貨物線
と呼ばれた今日の湘南新宿ラインによって横浜まで生糸を運んだ。高崎線は、迅速な資金集めが
必要だったことから民営鉄道として出発したが、新橋・横浜間、京阪神間に次ぐ日本第３番目の
鉄路であった。さらに明治22年（1879）に両毛線が、明治26年（1883）に信越線が全通。上
野鉄道と呼ばれた上信電鉄も明治30年（1887）に開通した。全て高崎をターミナルとする線路
であり、栃木県・長野県などの生糸も高崎に集められて横浜に運ばれた。戦後、貨物から旅客へ、
在来線から新幹線へと重点を移したものの、むしろ高崎の拠点性は強化された。
（２）富岡市総合計画「世界遺産にふさわしいまち」の可能性と課題
　「法隆寺地域の仏教建造物」が信仰の深化と拡大によって持続性を示し「石見銀山遺跡とその
文化的景観」が中村ブレイスや石見銀山生活文化研究所の事業展開という新たな動きを見せてい
るのに対して、「富岡製糸場と絹産業遺産群」には、どのような新しき輝きがあるだろうか。
　そうした視点での受け止め方はまだ弱いようだが、富岡市が2015年度に策定した第２次富岡
市総合計画「世界遺産にふさわしいまち　とみおか」は一つの可能性を見せている。
　同計画は、都市の将来像を実現する基本方針として、①「世界遺産があるまち」から「世界遺
産にふさわしいまち」へ、②市民と行政の協働によるまちづくり、③市民の幸福度と満足度を高
めるための行政評価と財政基盤の強化を挙げている。②③はいずこの総合計画にもある文言だが、
「世界遺産にふさわしいまち」への方向づけに富岡の自覚、責任感が伺われる。
　 「ふさわしいまち」の自覚は、計画内の次の言葉からも読み取ることができる21。（傍線引用者）
　 　人類・世界の共有する宝として、富岡製糸場を計画的に保存・整備していくことは、本市と
市民に課せられた責務であることを強く認識するとともに、選ばれた都市・市民としての誇り
を持ってそれに対応し続ける必要があります。
　 　その責務を果たしつつ、本市のまちづくりの核として、富岡製糸場の存在を市全域における
さまざまな取組みと幅広く連携させ、多様な価値と魅力を最大限に引き出すために活用するこ
とが強く求められています。
　課題は「ふさわしいまち」をどう具体化するかだが、その方法として、同計画は、富岡市を構
成する12の地区公民館区ごとの市民手づくりの地域別計画を総合計画に公的計画として位置づ
けた。地域別計画は、公民館区ごとに組織された地域づくり協議会が議論と実践を積み重ねて作
り上げたもので、総合計画に位置づけられることで、市の予算と連動することになった22。住民
自治を基礎とした市内分権の推進を図ろうという計画である。そして、市行政は、市としてしな
ければならない事業に専心し、地域のまちづくりに対しては、行政側が参加する仕組みにしてい
きたいと富岡市は考えている。そのことは、先に上げた基本方針の②で「各主体間が連携するま
熊　倉　浩　靖
－ 118 －
ちづくりに『行政が参加する』ような、市民主導のまちづくりを目指します」とあることからも
伺われるが、地域別計画は、次のように説明されている23。（傍線引用者）
　 　市民協働によるまちづくりをさらに推進し、少子高齢化や人口減少に対応した継続的な活動
とするために、平成25年度（2013年度）より、地区公民館区を単位として、特色ある地域づ
くり活動を支援する「地域づくり協議会活動助成事業」を実施しています。また、その実施主
体として市内12地区すべてで、地域自治組織「地域づくり協議会」が設立され、平成27年（2015
年）５月には、市民と行政共通のガイドラインとして「富岡市市民協働基本指針」を策定しま
した。これらの環境整備により、「地域づくり協議会」をプラットフォーム（基盤）とする 地
域住民の発想による新たな活動や、従来の地域活動を充実・発展させた活動など、自主的・主
体的かつ継続性の見込まれる活動が計画・実施されています。
　 　各地域の「地域づくり協議会」では、平成27年（2015年）10月までに、地域住民自身が地
域の課題解決に取組むための「道標」となる中・長期計画として「地域まちづくり計画」を策
定しました。この「地域まちづくり計画」において各地域が掲げた「まちづくりの将来像」「地
域の特徴・現状と課題」「まちづくりの基本方針」を「第２次富岡市総合計画」の地域別計画
として位置づけ、「世界遺産があるまち」にふさわしい市民協働によるまちづくりを推進します。
地域別計画の計画期間は、「第２次富岡市総合計画」との整合性を図るため、基本構想と同様に、
平成39年（2027年）３月までの11年間とします。
　さらに富岡市は、市民主導のまちづくり、協働のまちづくりと諸計画の実行のために、（仮称）
協働まちづくり条例の制定、公民館の市長部局への所属替えに伴なう生涯学習・地域づくり・地
域福祉の複合拠点化と協働型管理・運営などを予定している。
　その基盤にあるのが「世界遺産にふさわしいまちづくり」だが、それは、世界遺産があるまち
らしく何かを整えようというものではなく、このようなまちづくりを進めてきたまちだから世界
遺産があって当然、このまちだから世界遺産を今後も生きた資産として保存・保全・活用し続け
ていくという責務と自覚の共有である。具現化にはなお多くの試行錯誤、幾つもの成功・失敗が
繰り返されるだろうが、「世界遺産にふさわしいまち＝世界遺産があって当然のまち」という方
向性が市民と行政の協働を進めるなかで生み出されたことの意義は大きい。
　そこで提言するとすれば、「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産としての価値についての
学びの大切さである。生糸生産における技術交流と技術革新、世界的・国内的影響力の大きさは
度々強調してきたが、「富岡製糸場と絹産業遺産群」には、もう一つの大きな意味がある。ひと
づくりとワーク・ライフ・バランスの先進性である。
　田島弥平旧宅と高山社跡が構成資産とされたのは、田島弥平・高山長五郎らの蚕種・養蚕技術
の改良と普及のための人材育成にある。とくに高山社は教育機関であって巡回教師の派遣と蚕業
学校の展開をもって全国の要請に応えた。
　富岡製糸場も、技術だけでなく、器械製糸場の経営・就労環境を学ばせる場であった。工女の
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勤務は、前後１時間45分の休憩を挟む７時から４時半までの7時間45分が基本で、季節に応じ
て昼休みが調整され、夏は暑さと湿気を考慮し4時間にも及んだ。現代以上にフレキシブルで、
休日は毎週日曜日50日、祭日６日、年末年始10日、夏休み10日の計76日。明治８年（1875）
の日曜休日制の先駆けである。給与は、年功序列ではなく能力給の月給制。夏服料・冬服料、寄
宿舎での賄い料が加えられ、産業医や看護師の配置など、近代的な福利厚生も整えられていた24。
　いわば全寮制の日本最初の国立工科女子大でもあった。成果は早くから現れ、学んだ工女たち
は各地で器械製糸場を開設、経営していく。『富岡日記』の和田英は象徴的存在である。
　その点に注目して、世界遺産委員会は、「フランスからの、あるいは国内における、女性たち
の指導者あるいは労働者としての役割を通じた技術移転についての調査を行うこと。また、労働
者の労働環境・社会的状況についての知見を増すこと」を勧告として付け加えた25。
　ユネスコ世界遺産委員会諮問機関の評価と勧告は「世界遺産にふさわしいまち　とみおか」の
あり方に示唆を与える。実践を通した学習、男女共同参画社会の形成、ワーク・ライフ・バラン
スの確立……世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」は、21世紀の産業・技術と地域の関わり、
人のあり方を学ぶ場でもある。そうした存在があって当然というまちづくりを進めるとするなら
ば、富岡製糸場などを訪れる人とともに学び合う場、交流の場として富岡市と富岡製糸場を意識
し、それを具現化するプログラムが必要となってくる。
　富岡製糸場解説員の会の活動などは、その点で高く評価されるものである。
　2013年度から始められた「富岡学」の試みも期待される。市民主体の実行委員会のもと、公募・
選抜された市民が、あしかけ2年をかけて市内等を実際に回りながら学習を深め、学んだことを
伝え合っていくという活動である。１期生による同窓会的サークルも生まれて活動を始めている。
地域学の試みは盛んだが一方通行的な講座や検定型が多い中で、社会教育の方法論が生かされた
姿として際立っている。富岡製糸場解説員の方々や地域づくり協議会のメンバーなども多く参加
され、自分の従来の守備範囲以外のことも積極的に学び伝え合おうとしている。
　富岡のこうした動きを見るにつれ、世界遺産という存在が目の前にあるからこそ、生活者とし
ての、生命を育むものとしての身の丈に合った、一見地味で鈍重に見える地道な活動とその共有・
交流が本当に大切であることを痛感させられる。
Ⅳ．内発的発展論から見た「上野三碑」
（１）世界遺産と理念を共有する「世界の記憶（Memory of the World）」
　世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」に続いて、群馬県は、山
やまのうえ
上碑（681年、高崎市山名町）・
多
た ご
胡碑（711年、高崎市吉井町）・金
かな
井
い
沢
ざわ
碑（726年、高崎市山名町）からなる上
こう
野
ずけ
三
さん
碑
ぴ
を「世
界の記憶（Memory of the World）に登録することを企画し、国内推薦に応募した。
　「世界の記憶」は世界遺産（World Heritage）、無形文化遺産（Intangible Cultural Heritage）
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と並ぶユネスコ三大事業の一つである。世界遺産と共通する理念のもと、世界遺産が建築物や遺
構、貴重な自然を、無形文化遺産が民俗文化財を対象とするのに対し、顕著な普遍的価値を有す
る記録・記憶（直筆の文書・書籍・ポスター・絵・地図・音楽・映画等）を対象としている。そ
のため記録・記憶の真正性や原本性が前提となる。
　『アンネの日記』やベートーヴェン第九交響曲の自筆譜面などが登録されているが、日本では
藤原道長の日記『御
み
堂
どう
関
かん
白
ぱく
記
き
』など５点が登録されているにすぎない。
　しかし近年俄かに知名度が上がり、群馬県が国内推薦に応募した際は16点もの案件が提出さ
れた。「世界の記憶」は２年に１度、各国２点以内の申請だけに狭い門だが、その内実が評価され、
上野三碑世界記憶遺産登録推進協議会（横島庄治会長）提出の「古代東アジア文化を受け容れた
上野国の人々が文字を刻み1300年の間大切に伝承してきた日本最古の石碑群（Three Cherished 
Stelae of Ancient Kozuke）」は2017年度審査の日本推薦候補の一つとなった。
（２）内発発展論から見た上野三碑―グローカルな世界形成への参考
　国内公募の際の申請書によれば、上野三碑の世界的重要性として、①ユーラシア東端の地への
渡来文化（漢字、仏教、政治・社会制度）の伝播と受容、②渡来文化の日本的変容と普及、③多
民族共生社会の証、④現代につながる東アジアとの文化交流、⑤地域が守ってきた歴史遺産の５
点を強調したが26、内発的発展論の観点からは、④が特に意識される。
　東アジア世界との交流は上野三碑建立前後のことだけではなかった。三碑建立から千年以上も
経った宝暦14年（1764）多胡碑拓本はそれを称賛した朝鮮通信使の手で朝鮮王朝に渡り、半世
紀の後、朝鮮王朝の清国への使によって清国の書家や学者の注目の的となる。日本を中華文明の
外縁と思っていた朝鮮王朝・大清帝国にとって、千年も前に評価に値する書が碑に刻まれ実物が
存在し続けていることは想像を絶する一大事だった。日本は文化の国として見直され、相互理解
と心を許した交流が始まる。この事実は、現代日本の行く末を見通すうえでも導きとなる。
　いま世界が求めている行動原理は、自らのアイデンティティを確立、大切にするとともに、他
者のアイデンティティを尊重し、相互理解を促し、文化や技術の移転・融合・協調を進め、世界
のことを地域で考え解決し世界との交流・ネットワークを育むことにある。そのことをユネスコ
は、Think Globally ,Act Locally という言葉で示してきたが、近年、さらに進めてGlobalとLocal
からなる造語Glocalを生み出し、Think and Act Glocally と言い始めた。
　そう考えた時、上野三碑が刻んだ事柄と建立の事実はその先蹤であったと思われる。
　第１に、多胡碑は、郡という地方組織を作る命令に対して、それを受け止め、地域の営みとし
て「郡を成した」宣言だった。地域の側からの視線が一貫していた。国家と地域は、単なる上下
関係でもなければ、反発し合う存在でもない。相互の役割と位置づけを認め合いながら利害を調
整していくことが求められる。そのことは、地球益と国益、国益と国益、国益と地域益、地域益
と地域益が絡み合う時、最も必要とされるスタンスとなる。
　多胡郡という地域の成り立ちと構造そのものが東アジア文化交流の賜物だった。ぎくしゃくし
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た東アジアの今日的状況を克服していく一つとして、多胡郡の成り立ちと構造、多胡碑が結んだ
東アジアの円環の歴史を思い起こし、活かしていきたいものである。
　第２に、完全な形で現存する最古の日本語碑である山上碑のありように注目したい。
　日本列島に暮らし社会を営んできた人々は固有の文字を持っていなかった。すぐ近くには漢字・
漢文を文明の核とする中華が存在していた。しかも漢字・漢文の体系は、私たちの話し言葉とは
全く異なるものだった。私たちは、漢字・漢文をそのままに受容し、書き言葉と話し言葉を異に
して暮らすしかなかった。そうした状況から、漢字・漢文を充分に理解し、それを自分達の言葉
を表す文字と構文の体系に組み替えていった。
　同じ営みが新羅をはじめとする朝鮮半島諸国でも行われた。正確に言えば、朝鮮半島諸国が先
行していたが、そこに見られるのは、自らのアイデンティティをしっかりと確立しつつ、他の文
化を受け入れ、自らの文化の発展に融合、変化させた営みだった。そして日本も新羅も、日本語・
新羅語と漢文との真にバイリンガルの文化を生み出していった。それがあったからこそ、千年後
に多胡碑が再評価される筆談が生み出されたのである。
　その山上碑の核心の言葉は「母為」にある。母への感謝、自分を育ててくれた者への感謝は、
広く人を取り巻く事物への感謝に広がっていく。山上碑の核心の言葉「母為」は、環境・人権両
面にわたる持続可能な開発の一つの標語にすえることさえできるほどである。
　第３は金井沢碑の「知識を結ぶ」という思想である。近代日本にあっては、知識はknowledge
の訳語となるが、元々は仏教の言葉だった。仏の教えを知り共に学び生かし合うことを知ってい
る仲間を「善知識」と呼んだ。そこから進んで「知識を結ぶ」は、仏教を拠り所として人々が助
け合う仲間を作る言葉となっていく。地域で暮らし合うために、地域を訪れる人が気持ちよく過
ごせるように、支え合いの仲間を組む意味を強めていく。そのうねりの中から日本仏教の祖師た
ちが陸続として生まれていった。
　日本はキリスト教圏ではないのでボランティア（volunteer）精神がない、自発的な社会参加
の経験に乏しい、寄付の文化がないと物知り顔で語る人がいる。大変な誤解である。「知識を結ぶ」
こそキリスト教圏のボランティアに匹敵する仏教圏の自発的社会参加、共助の行動原理である。
「知識」という言葉の現代的な意味であるknowledgeを重ね合わせて考えれば、「知識を結ぶ」を
具現化する力が、技術・経営のたゆまぬ革新と交流にあったことがみてとれる。志の結集と技術・
経営、その両輪を回すことの大切さを三碑は知らせてくれてもいる。
　奇しくも2017年、時を同じくして日韓両国の民際共同による「朝鮮通信使関連資料」の世界
の記憶登録と、玄界灘に浮かぶ「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の世界遺産登録とが審議
されることになった。いずれもが日韓・東アジアの交流が生み出した人類の至宝である。これを
天祐の機会として、グローカルな世界形成の一歩を付け加えていきたいものである。
　（くまくら　ひろやす・高崎経済大学地域政策学部非常勤講師／群馬県立女子大学教授）
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【附記】上野三碑の詳細な内容については『上野三碑を読む』雄山閣2016年はじめ多くの場所で書き、かつ話をする機会も得
ているので、そちらに譲ったが、世界の記憶としての価値の一つとして、わが国を代表する古典たりうるのではないかと
考えるようになっている。その一端を別稿で書く予定である。
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